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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

(当期の経営成績）

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税引き上げ後の反動減や夏の天候不順などの影響を受け

て個人消費が低迷するとともに、円安による輸入原材料価格及びエネルギー価格の高騰など、厳しい経営環境が続

いております。

また、地政学的緊張の高まりや欧州・中国等の景気減速感がただよい、海外景気の下振れ懸念を抱え、依然とし

て先行き不透明な状況が続いております。

ドラッグストア業界におきましては、同業他社による積極的な出店や価格競争に加え、他業種からの参入やＭ＆

Ａの動きが増加しつつあり、更に厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、引き続き、「安心・信頼・便利の提供」をキーワードに、お客様のニー

ズに応える質の高い出店やサービスレベルの向上、プライベートブランド商品の開発、新業態の開発、物流拠点の

効率化や積極的な店舗改装などに取り組み、活性化を図ってまいりました。

当第２四半期連結累計期間の当社グループ全体の出店などの状況は、29店舗を新規出店し、２店舗のスクラップ

＆ビルドを実施いたしました。また、26店舗で改装を行い、９店舗を閉店し活性化を図りました。

なお、平成26年9月に、北海道のエリアフランチャイジーであった㈱サンドラッグプラスの株式を100％取得し、

完全子会社化いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の当社グループ全体の店舗数は、ドラッグストア事業759店舗（直営店

579店舗、㈱星光堂薬局57店舗、㈱サンドラッグプラス50店舗、㈱サンドラッグファーマシーズ18店舗、フランチャ

イズ店55店舗）、ディスカウントストア事業198店舗（ダイレックス㈱198店舗）の合計957店舗となりました。

当第２四半期連結累計期間の業績は、連結売上高2,120億72百万円（前年同期比2.4％減）、連結営業利益109億41

百万円（同19.6％減）、連結経常利益111億74百万円（同19.6％減）、連結四半期純利益68億99百万円（同16.5％減）

となり、減収・減益となりました。

セグメント業績等の概要は次のとおりであります。

＜ドラッグストア事業＞

ドラッグストア事業は、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動、大型台風・豪雨などの天候不順による季節

商材の不調などの影響により、売上高は前年同期を下回りました。マーチャンダイジングの改善に取り組むととも

に、人時生産性向上、効率的販促への見直しや経費の削減に努めましたが、光熱費高騰など費用が増加いたしまし

た。

なお、ドラッグストア事業の出店などの状況は、18店舗を新規出店し、１店舗のスクラップ＆ビルドを実施した

ほか、13店舗を改装し８店舗を閉店し活性化を図りました。

以上の結果、ドラッグストア事業の売上高は1,569億96百万円（前年同期比5.0％減）、営業利益は87億48百万円

（同23.2％減）となり、減収・減益となりました。

＜ディスカウントストア事業＞

ディスカウントストア事業は、化粧品や薬など消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動減、並びに大型台風・

豪雨などの天候不順による季節商材が不調でしたが、食品などの販促に注力し、売上高は前年同期を上回りました。

引き続き、医薬品等の販促強化により売上総利益の改善に取り組むとともに、諸経費の削減や人時生産性の向上に

努めましたが、光熱費高騰など費用が増加いたしました。

なお、ディスカウントストア事業の出店などの状況は、11店舗を新規出店し、1店舗のスクラップ＆ビルドを実施

したほか、13店舗の改装と１店舗（建替えによる）の閉店を実施し活性化を図りました。

以上の結果、ディスカウントストア事業の売上高は678億17百万円（前年同期比5.4％増）、営業利益は21億94百万

円（同0.6％減）となり、増収・減益となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ129億82百万円減少し、1,791億85百

万円となりました。主な要因は、現金及び預金が減少したこと及び売掛金の減少等によるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ80億70百万円減少し、708億91百万円となりました。主な要因は、買掛金

の減少等によるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ49億11百万円減少し、1,082億93百万円となりました。

（キャッシュ・フローの状況の分析）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比

べ175億68百万円減少し、298億50百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、前年同期に比べ101億90百万円減少し、３億４百万円（前年同期比97.1％減）

となりました。これは主に、仕入債務が前年同期に比べ減少したこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、前年同期に比べ６億96百万円増加し、56億25百万円（前年同期比14.1％増）と

なりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が前年同期比に比べ増加したこと等によるものでありま

す。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、前年同期に比べ102億23百万円増加し、122億47百万円（前年同期比505.3％増）

となりました。これは主に、自己株式の取得による支出が増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成26年５月15日に公表しました業績予想に変更ありません。

（注）業績の見通しにつきましては、当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績

は見通しと大きく異なることがあります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法についても、割引率の基礎となる債券の期間

について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期

間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が83百万円減少し、利益剰余金が53百万円増

加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 47,423 29,861

売掛金 9,483 4,570

商品 49,507 54,124

原材料及び貯蔵品 68 68

その他 15,525 14,573

貸倒引当金 △13 △6

流動資産合計 121,995 103,192

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 25,395 27,247

その他（純額） 14,221 17,418

有形固定資産合計 39,616 44,665

無形固定資産

のれん 350 664

その他 4,209 4,249

無形固定資産合計 4,560 4,914

投資その他の資産

敷金及び保証金 15,356 15,906

その他 10,643 10,586

貸倒引当金 △4 △80

投資その他の資産合計 25,995 26,412

固定資産合計 70,172 75,992

資産合計 192,167 179,185
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 52,518 46,755

短期借入金 630 2,052

未払法人税等 6,807 4,416

役員賞与引当金 － 25

ポイント引当金 2,337 2,432

その他 11,648 9,714

流動負債合計 73,942 65,397

固定負債

退職給付に係る負債 878 925

資産除去債務 2,214 2,370

その他 1,926 2,199

固定負債合計 5,019 5,494

負債合計 78,962 70,891

純資産の部

株主資本

資本金 3,931 3,931

資本剰余金 7,409 7,409

利益剰余金 108,719 113,782

自己株式 △3,602 △13,601

株主資本合計 116,456 111,521

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 49 59

土地再評価差額金 △3,263 △3,263

退職給付に係る調整累計額 △59 △53

その他の包括利益累計額合計 △3,274 △3,257

新株予約権 22 29

純資産合計 113,205 108,293

負債純資産合計 192,167 179,185
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 217,387 212,072

売上原価 165,689 161,599

売上総利益 51,698 50,473

販売費及び一般管理費 38,095 39,531

営業利益 13,602 10,941

営業外収益

受取利息 60 63

受取配当金 3 3

固定資産受贈益 176 109

その他 64 60

営業外収益合計 305 236

営業外費用

支払利息 4 2

その他 1 0

営業外費用合計 5 3

経常利益 13,902 11,174

特別利益

受取補償金 1 0

投資有価証券売却益 0 -

その他 0 -

特別利益合計 2 0

特別損失

固定資産除却損 95 44

賃貸借契約解約損 72 16

減損損失 34 8

その他 10 0

特別損失合計 213 70

税金等調整前四半期純利益 13,691 11,104

法人税等 5,427 4,204

少数株主損益調整前四半期純利益 8,264 6,899

四半期純利益 8,264 6,899
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 8,264 6,899

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5 10

退職給付に係る調整額 - 6

その他の包括利益合計 5 16

四半期包括利益 8,269 6,916

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,269 6,916

少数株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 13,691 11,104

減価償却費 2,659 2,868

減損損失 34 8

退職給付引当金の増減額（△は減少） 71 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 78

貸倒引当金の増減額（△は減少） △269 68

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 53 25

ポイント引当金の増減額（△は減少） 26 △51

受取利息及び受取配当金 △63 △66

支払利息 4 2

固定資産除却損 95 44

売上債権の増減額（△は増加） 54 2,194

たな卸資産の増減額（△は増加） △110 △2,475

未収入金の増減額（△は増加） 55 1,223

仕入債務の増減額（△は減少） △515 △5,795

未払消費税等の増減額（△は減少） △59 △182

その他 147 △867

小計 15,874 8,181

利息及び配当金の受取額 5 7

利息の支払額 0 △1

課徴金の支払額 - △1,274

法人税等の支払額 △5,385 △6,607

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,494 304

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,476 △6,073

無形固定資産の取得による支出 △271 △233

貸付けによる支出 △469 △207

貸付金の回収による収入 0 21

敷金及び保証金の差入による支出 △461 △601

敷金及び保証金の回収による収入 89 139

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による収入

- 464

その他 △337 865

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,928 △5,625

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △385 △358

配当金の支払額 △1,638 △1,890

自己株式の取得による支出 0 △9,998

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,023 △12,247

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,542 △17,568

現金及び現金同等物の期首残高 29,216 47,418

現金及び現金同等物の四半期末残高 32,759 29,850

決算短信 （宝印刷）  2014年11月08日 11時16分 9ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社サンドラッグ(9989) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

10

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年７月30日開催の取締役会において、平成26年６月21日開催の当社第51期定時株主総会におい

て決議された「特定の株主からの自己株式取得」につき、会社法第157条第１項及び同第２項の規定に基づき、

自己株式取得株数及び日程等を決議し、平成26年７月30日に下記のとおり自己株式を取得いたしました。

取得した株式の総数 2,580,868株

取得対象株式の種類 当社普通株式

取得価額の総額 9,998百万円（１株3,874円）

取得方法 市場外による相対取引

（セグメント情報等）

　Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額

(注)２
ドラッグストア

事業
ディスカウント
ストア事業

計

売上高

外部顧客への売上高 153,057 64,330 217,387 － 217,387

セグメント間の内部売上高
又は振替高

12,149 23 12,172 △12,172 －

計 165,207 64,353 229,560 △12,172 217,387

セグメント利益 11,394 2,208 13,602 － 13,602

(注)１．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額

(注)２
ドラッグストア

事業
ディスカウント
ストア事業

計

売上高

外部顧客への売上高 144,273 67,799 212,072 － 212,072

セグメント間の内部売上高
又は振替高

12,723 17 12,741 △12,741 －

計 156,996 67,817 224,814 △12,741 212,072

セグメント利益 8,748 2,194 10,943 △1 10,941

(注)１．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更による影響は軽微であります。
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